
朝礼 校長講話（２月２５日） 

 

 今日はとても暖かい日になりました。日に日に春が近づいているように思い

ます。 

 以前から話をしていますが、今日の朝礼が、３学年がそろう最後の朝礼にな

ります。朝礼以外では、明日の「３年生を送る会」が最後になります。卒業式

は、会場の関係で、保護者の方に入っていただくので１年生は参加しません。

ですから、残された日数の中で、しっかりと３年生の姿を目に焼き付けてくだ

さい。もちろん、３年生はこれまでもさまざまな場面で弥富中学校のリーダー

としてその背中で皆さんを引っぱってきてくれました。みんなの記憶に強く残

っているのは部活動でしょうか。それとも学校祭でしょうか。でも、３年生は

そんな行事だけがんばってきたわけではありません。それ以外の日々の生活の

中でもよい姿を見せてくれていました。ぜひ、それも目に焼き付けてください。 

 残り日数という話をしましたが、今、多くのクラスで、残り何日という「カ

ウントダウンカレンダー」が作られています。日めくりのように毎日一枚ずつ

めくっていき、少しずつ少しずつその日数が減っていきます。１年生、あと何

日ですか。２年生、あと何日ですか。そして、来週の火曜日に卒業式を迎える

３年生、あと何日ですか。 

 今のクラスでいられる日数、このクラスの友だちと一緒にいられる日数はす

ぐに答えられると思いますが、では、聞き方を変えますね。 

「２年生になるまで、あと何日ですか」 

「最高学年の３年生になるのに、あと何日ですか」 

ゴールに向かって「あと何日」とカウントダウンするのもいいんですが、その

先にある、ひとつ上のステージ。そこに立つまで「あと何日」を数えてみては

どうでしょう。そして、そのステージに立った時に、後ろ姿を追いかけてきた

その先輩のように自分がなっていられるか。新しく入学してくる１年生に“先

輩”と呼ばれる人になれるか、そんな意識をもって過ごしてほしいと思います。

そしてそのために、今、何をしなくてはいけないかを考えてください。期待し

ています。 


